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１．はじめに 

 道路の効率的な維持管理が注目されて久しく、近年では、調査点検手法についても、従来法より簡易的な装

置／手法が検討されている。このような中、筆者らも、簡易測定装置（開発品）を自動車専用道路の段差量自

主管理ツールとして活用している。既往の文献１）より、簡易測定装置による車両走行時のバネ上振動加速度

RMS（以下加速度 RMS）は垂直形状の段差（模擬段差）においては、段差量と高い相関関係があることは分

かっている。しかし、実路においての相関は模擬段差ほど高くない結果となった。本論文では、実路における

段差と加速度 RMS の関係性について検討を行ったので報告する。 

２．段差量と加速度 RMS の測定方法 

 段差量の測定は舗装調査・試験法便覧 2)に準拠して行った。また、 

搭乗者が受ける振動として、加速度 RMS は、簡易測定装置(スマー 

トフォン）をフロントガラスに設置（図-1）し、内蔵されている加速 

度センサにより得られた車両走行時の振動加速度(サンプリング間隔 

0.01s)を 0.1s 間隔毎の RMS(Root Mean Square value)に変換したものを 

用いた。                                                図-1 加速度 RMS 測定装置 

３．加速度 RMS の再現性 

 当該自動車道路の段差量管理位置における加速度 RMS の初期値と 9ヶ月後測定値の関係は図-2に示すとお

りである。また、初期値と 9 ヶ月後測定値の差の標準偏差は 0.3m/s2 であることから、加速度 RMS は再現性を

十分有していると考える。なお、自主管理は管理位置ごとに加速度 RMS の管理目標値を設定し行っている。 

 

 

 

 

 

 

 

図-2 各段差位置における RMS 値の初期値と 9 ヶ月後測定値 

４．加速度 RMS と段差量の関係  

 土工部（舗装調査・試験法便覧の分類による）の段差量 

と加速度 RMS の関係は図-3に示すとおりであり、このと 

きの相関係数は 0.63 である。図中の①～④をみると、① 

と②は段差量が同じでも加速度 RMS が異なっており、ま 

た、③と④は、加速度 RMS が同じでも段差量が異なって 

いる。これより加速度 RMS は段差量以外の影響を受けて 

いると考えられる。                     図-3 加速度 RMS 値と段差量の関係 

 キーワード 加速度 RMS，段差，スマートフォン 
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５．段差の形状と加速度 RMS 

 図-3 において特徴の大きく異なる①～④の段差量、加速度 RMS および管理位置前後 15m の縦断形状を示

したものが図-4 である。これを見ると①②においては、段差量は同じだが形状が異なっていることが分かる。

また、③④においては同じ加速度 RMS であるが、③は段差量は「大きい」が形状は「緩やか」に対して、④

は段差量は「小さい」が形状は「縦波状」となっている。このことから、加速度 RMS は段差量の他に、形状

の影響も大きく受けるものと考える。 

①段差量=21.5mm RMS=6.15m/s2          ②段差量=21.5mm RMS=1.50m/s2 

  

 

 

 

③段差量=43.0mm RMS=3.30m/s2          ④段差量=11.5mm RMS=3.45m/s2 

  

 

 

 

図-4 ①～④の段差量、加速度 RMS および段差の形状 

６．段差勾配、合成段差勾配の関係 

 段差の形状を表す指標として、段差勾配 i と合成段差勾配 ic を用 

いた。算出式は式-1、式-2、イメージは図-5に示す。 

    段差勾配     (%) :   ݅୧ ൌ
௧శభି௧


ൈ 100        (式-1) 

合成段差勾配 (%) :   ݅ୡ ൌ ݅ െ ݅ାଵ          (式-2) 

管理段差位置前後 15m 区間における加速度 RMS と段差勾配およ 

び合成段差勾配の最大値同士の関係を図-6、図-7に示す。加速度 

RMS と合成段差勾配の相関は 0.81 となり、良い相関がみられた。 図-5 段差勾配と合成段差勾配イメージ 

  

 

 

 

 

 

 

図-6 加速度 RMS と段差勾配          図-7 加速度 RMS と合成段差勾配 

７．まとめ 

 以上の結果をまとめると以下のとおりである。 

  ・実路においても、十分な再現性を有している。 

  ・加速度 RMS は合成段差勾配と相関が良く、段差の量よりも形状の影響を大きく受ける。 

車両走行時のバネ上振動加速度 RMS による管理は、利用者の視点で行え、コスト面を考慮しても有効であ

る。今後は、加速度 RMS とドライバーが受ける不快感の関係を検討する予定である。 

<参考文献> 

1)白井、井原、細谷：簡易測定装置による IRI・段差量推定装置の検討，第 68 回年次学術講演会講演概要集 

2)社団法人日本道路協会：舗装調査・試験法便覧〔第一分冊〕，2008 年 

0

0.5

1

1.5

2

2.5

3

3.5

0 0.5 1 1.5 2 2.5 3 3.5
水

糸
か

ら
の

下
が
り
(c

m
)

段差測定位置 (m)

t1

t2 t3

t4

t5

t6

t7

i2

i1

i3
i4

i5

i6

t：下がり i：段差勾配 L : 測定単距離

L3L2L1 L4 L5 L6

0.0 

0.5 

1.0 

1.5 

2.0 

2.5 

3.0 

3.5 

4.0 

4.5 

0 1 2 3 4 5 6 7

段
差
勾

配
(%
)

加速度RMS(m/s2)

y=0.4819x+0.0381
R=0.61

0

10

20

30

40

50

‐15 ‐14 ‐13 ‐12 ‐11 ‐10 ‐9 ‐8 ‐7 ‐6 ‐5 ‐4 ‐3 ‐2 ‐1 0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15

段差量測定位置(m)

(mm)

走行方向

0

10

20

30

40

50

‐15 ‐14 ‐13 ‐12 ‐11 ‐10 ‐9 ‐8 ‐7 ‐6 ‐5 ‐4 ‐3 ‐2 ‐1 0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15

段差量測定位置(m)

(mm)

走行方向

0

10

20

30

40

50

‐15 ‐14 ‐13 ‐12 ‐11 ‐10 ‐9 ‐8 ‐7 ‐6 ‐5 ‐4 ‐3 ‐2 ‐1 0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15

段差量測定位置 (m)

(mm)

走行方向

0

10

20

30

40

50

‐15 ‐14 ‐13 ‐12 ‐11 ‐10 ‐9 ‐8 ‐7 ‐6 ‐5 ‐4 ‐3 ‐2 ‐1 0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15

段差量測定位置(m)

(mm)

走行方向

0.0 

1.0 

2.0 

3.0 

4.0 

5.0 

6.0 

7.0 

0 1 2 3 4 5 6 7

合
成

段
差

勾
配
(%
)

加速度RMS(m/s2)

y=0.7845x‐0.3736
R=0.81

土木学会第69回年次学術講演会(平成26年9月)

 

-1124-

 

Ⅴ-562

 


